
災
害
に
強
い
水
道
づ
く
り

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
浄
水
場
へ
の
非

常
用
発
電
機
の
設
置
や
配
水
池
へ
の
緊

急
遮
断
弁
の
整
備
な
ど
、
災
害
対
策
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
主

な
浄
水
場
は
建
設
後
40
年
以
上
が
経
過

し
て
い
る
た
め
、
老
朽
化
が
進
み
、
耐

震
性
も
不
足
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
現
在
策
定
中
の
水
道
事

業
経
営
戦
略
で
は
施
設
の
耐
震
化
を
重

点
目
標
に
掲
げ
、
27
年
か
ら
31
年
に
か

け
て
甲
山
低
区
配
水
池
の
耐
震
化
を
、

32
年
か
ら
37
年
に
か
け
て
甲
山
浄
水
場

の
耐
震
化
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
浄
水

施
設
耐
震
化
率
、
配
水
池
耐
震
化
率
を

兵
庫
県
内
お
よ
び
全
国
平
均
と
同
程
度

に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま

す
（
図
1
）
。

　

ま
た
、
水
道
管
も
総
延
長
2
9
2
0

㌔
の
う
ち
約
16
％
（
4
8
0
㌔
）
が
敷

設
後
40
年
以
上
経
過
。
さ
ら
に
昭
和
40

年
代
以
降
に
敷
設
し
た
水
道
管
も
大
量

更
新
の
時
期
が
近
づ
い
て
い
る
た
め
、

耐
震
化
や
更
新
に
速
度
を
上
げ
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
（
図
2
・
3
）。

　水道は暮らしに欠かせない「水」を市民の皆さんに届ける
大切なライフラインです。しかし、多くの水道施設は高度経
済成長期に整備されたため、老朽化が進行。災害に強い施設
への更新には多額の費用が必要ですが、人口減少などにより
水道料金収入は、減少していくことが見込まれています。
　このような状況のなか、市では「すべての市民に安全で良
質な水道水を安定して供給する水道」を基本理念に、「姫路
市水道事業経営戦略」の策定に取り組むとともに、水道施設
の更新に必要な財源を確保するため、水道料金の改定を予定
しています。　　　　　　　　　水道局総務課・☎221-2705
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中長期の投資額の推移（図3）
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経営戦略に定める水道管の耐震化・更新の目標（図2）
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持続可能な水道事業の実現に向けて特 集

水
道
使
用
量
の
減
少

　

近
年
、
節
水
性
に
優
れ
た
ト
イ
レ
や

シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
な
ど
、
節
水
機
器
の

普
及
等
に
よ
り
一
人
当
た
り
の
水
道
使

用
量
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
て

今
後
の
水
道
使
用
量
も
減
少
傾
向
が
続

く
と
予
測
さ
れ
、
水
道
料
金
収
入
も
減

少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す（
図

4
）
。

経
営
健
全
化
へ
の
取
り
組
み

　

水
道
施
設
等
の
老
朽
化
へ
の
対
応
や

災
害
対
策
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、

水
道
料
金
収
入
は
減
少
し
て
お
り
、
水

道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
応

す
る
た
め
、
今
ま
で
以
上
に
経
営
健
全

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
ず
、
投
資
費
用
の
圧
縮
を
図
る
た

め
、
水
道
施
設
の
統
廃
合
や
水
道
管
の

長
寿
命
化
な
ど
「
投
資
の
合
理
化
」
を

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
「
経
営
の
効
率
化
」
を
図
る

た
め
、
浄
水
場
の
民
間
委
託
拡
大
や
、

遊
休
資
産
の
売
却
、
小
水
力
発
電
事
業

の
実
施
な
ど
資
産
の
有
効
活
用
を
図
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

進
め
て
も
、
水
道
施
設
や
水
道
管
の
更

新
に
必
要
な
多
額
の
費
用
を
確
保
す
る

こ
と
は
困
難
な
状
況
で
す
。

水
道
料
金
の
改
定

　

水
道
施
設
等
を
更
新
す
る
た
め
の
主

な
財
源
に
は
、
水
道
料
金
と
企
業
債（
※

1
）
が
あ
り
ま
す
。
企
業
債
は
、
世
代

間
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
一
人
当

た
り
の
企
業
債
残
高
の
水
準
を
適
正
に

保
つ
こ
と
が
重
要
と
な
り
、
水
道
料
金

に
つ
い
て
も
、
施
設
更
新
に
合
わ
せ
定

期
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
水
道
事
業
の
抱
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
や
水
道
料
金
体
系
の
見
直

し
な
ど
を
幅
広
く
検
討
す
る
た
め
、
27

年
2
月
か
ら
「
水
道
事
業
経
営
懇
話
会
」

を
開
催
。
8
月
末
に
は
「
持
続
可
能
な

水
道
事
業
経
営
の
実
現
に
向
け
た
意
見

書
」
と
し
て
、
「
水
道
料
金
は
15
％
程

度
の
改
定
が
必
要
」
な
ど
の
意
見
が
提

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
意
見
書
の
提
示
を
受

け
て
、
不
足
す
る
水
道
施
設
等
の
更
新

財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
28
年
度
に
水

道
料
金
の
改
定
を
予
定
し
て
お
り
、
標

準
家
庭
で
は
一
カ
月
当
た
り
3
0
0
円

程
度
の
負
担
増
と
な
る
見
込
み
で
す（
図

5
）
。

　

ま
た
、
水
道
を
開
設
し
た
場
合
に
負

担
す
る
開
栓
手
数
料
の
新
設
や
、
水
道

水
と
地
下
水
等
の
併
用
利
用
者
に
対
し
、

地
下
水
等
利
用
状
況
届
出
の
義
務
付
け

を
検
討
す
る
な
ど
、
費
用
負
担
の
適
正

化
を
図
り
つ
つ
、
水
道
施
設
等
の
健
全

性
を
保
ち
、
安
全
で
良
質
な
水
を
安
定

し
て
提
供
で
き
る
体
制
の
確
保
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
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15％料金改定すると
標準家庭で

コーヒー1杯分（300円）
程度の月額負担増に
なるのね。

安全な安全な
水道水を水道水を
利用してね利用してね。

安全な
水道水を
利用してね。

円

500㎖ペットボトル12本分（6ℓ）
ご利用いただけます

水道水は で
水道使用量の見通し（図4）

※料金は26年度の消費税抜きの金額で、口径20㍉・月使用量20立方㍍
の場合で比較しています

1,000

2,000

3,000
［円］
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水道料金の中核市比較（図5）

（15％改定後）姫路市

料金改定後でも
中核市平均よりも安い

15％改定

用語説明
※1　企業債　民間企業と同じ会計処理を行う事業に
おいて、長期で借り入れる借金のこと

3
広報ひめじ 2015 年 12月号


